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Autograft Tissue Compression System

 ■ Autograft Tissue Compression System (ATCS)は上腕二頭筋腱等の自家組織
からグラフトを作製するシステムです。グラフトは腱板修復におけるAuto CuffMend 
augmentationに使用します。

 ■ ATCSはテーパーアセンブリープレスとプレートで構成されます。プレートの4隅にある
穴には、FiberWire™等のニードルを通すことができます。

Auto CuffMend™ Graft Spreader

グラフトスプレッダーを用いることで、グラフトを挿入し、最終固
定位置で保持することができます。

 ■ 肩峰下のスペースに挿入しやすいロープロファイルなデザイン

 ■ 挿入後にグラフトを展開することのできる可動式シャフト

 ■ 外側、後方ポータルのいずれからも挿入が可能なデザイン

3.5 mm Self-Punching PushLock™  
Suture Anchor

セルフパンチ機構のBC PushLockアンカー 3.5 mmを用いるこ
とで、下穴を作製することなくグラフトをノットレス固定すること
ができます。

 ■ "スーチャーファースト" テクニック

 ■ 先端はPEEK製のSelf Punching チップ

 ■ グラフトに掛かる緊張が過大にならないよう視覚的に調整可能
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Autograft Tissue Compression System
ATCSは、上腕二頭筋腱等の自家組織を用いてグラフトを作製
するシステムです。グラフトは腱板修復におけるAuto CuffMend  
augmentationに使用することができます。

ATCSはテーパーアセンブリープレスとプレートから構成されてい
ます。プレートの4隅のある穴は、FiberWire™等のニードルを通
すことができます。

Graft Preparation

上腕二頭筋腱の断端を採取します。組織壊死を予防するため、 
RFではなくシザース等で切離します。採取したグラフトの近位
1 cmを切除し、長さ27 mmとなるようトリミングします。

上腕二頭筋腱をコンプレッションプレートのボトムプレート中央
に設置します。

トッププレートで蓋をします。 ベースプレート テーパーアセンブリープレスにコンプレッションプ
レートを設置します。ハンドルを時計回りに、側面のインジケー
ターがMAX付近に来るまで回します。最短で4分間置いたのち、
コンプレッションプレートを外します。

ハンドルを緩め、コンプレッションプレートを取り外して蓋を開
けます。圧縮されたグラフトは約20 mm x 27 mmのサイズになり
ます。
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Graft Preparation for Lateral Approach

グラフト内側の隅に縫合糸を通すため、 
FWループの太くなっている部分を切除し2
本の末端に分けます。

FWループのSTニードルをグラフトの隅と
プレートの穴に通します。FiberWire™は
半分の長さを通します。

STニードルを一旦取り外し、通していな
い方のFiberWire末端に取り付けます。
同様にニードルを通し、グラフトにマット
レス縫合を形成します。通した糸の両端
を均等な長さにします。

グラフト内側のもう一方にも同様の手順
で縫合糸を掛けます。

グラフト外側には1.3 mmテープ リンク
を、STニードルを用いて通します。

テープ リンクも、グラフト内側と同様マッ
トレス縫合となるようSTニードルを通し
ます。
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グラフトスプレッダーのシャフト先端に、
スーチャースレッダーを用いてグラフト内
側のFiberWire™を通します。

グラフト外側のもう一方にも同様の手順
でテープ リンクを掛けます。白青・白黒を
使用することで色分けが容易になります。

マットレス縫合したテープ リンクは、ルー
プ端に自由端を通して締めることでシンチ
スティッチを形成します。
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グラフトスプレッダーのシャフト先端(a,b)に、スーチャースレッ
ダーを用いてグラフト内側のFiberWireを通します。FiberWire
末端はグラフトスプレッダーのハンドルにある溝(a,b)にクロスす
るように固定します。このように固定することで、シャフトを折り畳ん
だときにテンションが維持されます。

グラフト外側の1.3 mmテープ リンクは、ハンドルの溝(c,d)にそ
れぞれ固定します。

Note:1.3 mmテープリンクは、シャフト先端の穴(c,d)には通し
ません。通した場合、グラフト挿入後にスプレッダーを引き抜く
ことが困難となります。
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Portal Placement

Lateral Portal
スパイナル針を用いて外側ポータルを作製し、パスポートカニュー
ラ 10mmを挿入します。ポータルの位置は、腱板と平行になるよう
調整します。結果的に、通常のワーキングポータルとしての外側ポー
タルよりもやや下方に設置することになります。

Optional Inferior Anterolateral Portal
グラフトスプレッダーが挿入しやすいよう、補助ポータルとして通常
より下方に前外側ポータルを作製することもできます。

Graft Size
ATCSシステムを用いて作製されるグラフトサイズは、 
20 x 27 mmです。

31 mm

23 mm

Graft Size
ATCSを用いて作製されるグラフトサイズは、20 x 27 mmです。
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グラフトスプレッダーにグラフトを装着したら、ハンドルのノブを後ろに引き、シャフトの先端を閉じます。

外側ポータルのパスポートカニューラ越しにグラフトスプレッダーを挿入します。グラフトが肩峰下のスペースに完全に挿入されたこと
を確認し、ハンドルのノブを前に押し、シャフトの先端を展開します。

Note: グラフトスプレッダーは、径10 mm以上のパスポートカニューラに通すことができます。

Graft Delivery
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グラフトスプレッダーを保持したまま、グラフト内側に掛けたFiberWire™を順番に引き抜きます。

Note:FiberWireの2本の自由端のうち1本を、パスポートカニューラの開口部付近でカットすることで、引き抜く際の摩擦を低減する
ことができます。

Graft Spreader Removal

グラフト外側に掛けたテープをハンドル溝からリリースします。ハンドルのノブを後方に引きシャフトの先端を閉じ、慎重にカニューラ
より引き抜きます。
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BC PushLockアンカー PEEK-SP 3.5 mmのアイレットに、グラフト外側のテープ1本を通します。修復が完了しているSpeedBridge™
法の外側アンカーに注意しながら、外側ポータルよりPushLockを挿入し固定します。同様の手順でもう1本のテープを固定します。

Note: グラフトやテープに過度な緊張が掛からないように注意します。

Lateral Graft Fixation

Auto CuffMend™は腱板不全断裂
の上に使用することもできます。
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Ordering Information

Implants

Product Description Item Number

BC PushLockアンカー PEEK-SP 3.5mm AR-1926BCSP

Instrumentation and Graft Preparation

Product Description Item Number

ATCS グラフトスプレッダー AR-19007GS

FWループ 0号 (青) 1本入 STニードル付 AR-7253

FWループ 2号 ACLグラフト用 (青) 1本入  
STニードル付

AR-7234

FWループ 2号 ACLグラフト用 (白緑) 1本入  
STニードル付

AR-7234T

1.3mm テープ リンク 白青 AR-7535

1.3mm テープ リンク 白黒 AR-7535T

Autograft Tissue Compression System

Product Description Item Number

ベースプレート テーパーアセンブリープレス AR-9622

ATCS コンプレッションプレート AR-19083

ATCS コンプレッションプレート リユーザブル AR-19085

Cannulas and Cannula Accessories

Product Description Item Number

パスポートカニューラ　10＊2cm AR-6592-10-20

パスポートカニューラ　10＊3cm AR-6592-10-30

パスポートカニューラ　10＊4cm AR-6592-10-40

パスポートカニューラ　10＊5cm AR-6592-10-50

パスポートカニューラ インサーター 10mm AR-6592-10PI
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Notes
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製造販売元

● 改良のため予告なく仕様を変更することがあります。

販売名 承認等番号 一般的名称 規制区分 機能区分

BC PushLock アンカー
スーチャーテープ
ファイバーワイヤー
パスポートカニューラ
単回使用靭帯・腱手術用器械 M1
肩関節再建用手術器械
関節手術用手術器械

23100BZX00022000
23000BZX00141000
22500BZX00206000
223ADBZX00065000
301ADBZX00023000
13B1X10093A08001
13B1X10093120001

吸収性靱帯固定具
非吸収性人工靭帯
プラスチック製縫合糸
単回使用開創器
単回使用靭帯・腱手術用器械
関節手術用器械
関節手術用器械

クラスⅣ
クラスⅢ
クラスⅢ
クラスⅡ
クラスⅡ
クラスⅠ
クラスⅠ

吸収性接合材・F9-d-1
靭帯・F8
非該当
非該当
非該当
非該当
非該当


